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合研究センターと慶應義塾大学医学部により設立

された医工連携の大学発ベンチャーです．この企

業の目標とするところは，早稲田大学と慶鷹義塾

大学とで長年取り組んできた人工赤血球（人工酸

素運搬体）の実用化と，早稲田大学の分子集合科

学技術による新規製剤設計と慶麿義塾大学のバイ

オ・イメージング技術とを融合して，革新的なナ

ノドラッグデリバリーの開発を行うことです．こ

の企業は2002年に設立され，事業化を進めてい

るところです．

ま　と　め

バイオ分野でのベンチャー企業設立について，

早稲田大学の事例を紹介しましたが，ベンチャー

設立，技術移転などには，必ずしも優れた研究や

技術が企業化に結びつくとは限らないといえま

す．ユニークな技術と，資金や経営面でも，多く

の支援を得ながら立ち上げてゆけるような環境整

備がもっとも重要であります．

司会（佐藤）　先生が最終的にファンドを立ち上げ

つつコーディネーターをするとtlうところに行き着tl

た背景には，研究と特許を完全に分業するとtlう考えが

おありということなのでしょうか．

大坪　大学で研究されている先生方は，論文を発表さ

れてそれでおしまいというケースがほとんどです．我々

のような技術がなtlものでも，先生方の考えを貸してい

ただいてそれを産業化できなtlものかとtlうのが始ま

りです．こうした考えを大手企業に話したところ，企業

でも産業化できるアイディアが欲しいが論文で発表さ

れた段階のものでは手が出せないとのことでした．そこ

で，研究発表されたテーマと大手企業の間を取り持つこ

とで産業化のお手伝いができるのではと考えたわけで

す．

司会（佐藤）　大学と企業との橋渡しの役目をする

ということですね．どうもありがとうござtlました．

3　遺伝子治療研究の過程で特許出願に至った私の経験
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要 旨

現在我が国は , 経済 ･ 社会活性化を目指す知的財産立国を実現するこ とが求められて い る.

この ため
,
大学の技術に関する研究成果を発掘 ･ 特許化し ,

企業 ヘ の 実施許諾ある い は企業化

を図る など
,
社会に おける活用を促進する ことが重要で あると考えられるように な っ た . そ の

ような背景か ら
,
多数の技術移転機関 (T L O) が 設立 されて い る. ま た

,
最近に な っ て

,
科学技

術振興機構 (J S T ) は
,
海外特許の取得支援を含む特許出願の総合的な支援などを積極的に行

うなど
,
様々 な技術移転を支援 して い る. 今回, 私は, 遺伝子治療の研究の 過程にお い て ,

特許

出願に至る経験を した . その 中で , 新潟 T L O と関わりながら, 国内特許出願やJ S T の海外特許

取得支援などを受けること がで きた. 今後,
こ の
.
ような形での 産学連携が行われる可能性が あ

るの で はない か と思われる.

キ ー ワ ー ド : 産学連携,
特許

,
新潟 T L O , JS T , 遺伝子治療

は じ め に

近年,
我が国は, 質の 高い知的財産を生み出し,

これを活用 し, 経済
･ 社会活性化を目指す知的財

産立国を実現する こ とが求められて い る .
こ れに

は
, 大学の 技術を民間事業者に生か すため に, そ

れをうまく移転 さ せ る シ ス テ ム を作 る必要 があ

る. その ような考 えをもと に, 平成 1 0 年 8 月に施

行された大学等技術移転促進法は, ｢特定大学技

術移転事業+ を実施 する T L O ( T e c h n o l o g y

u c e n si n g O r g a n i z ati o n) の整備もお こな っ た. こ

れ により, 新潟 にも新潟 T L O が設立され, 平成

1 3 年 1 2 月 , 法律に基づ い た承認 T L O と な っ た .

平成 1 5 年 10 月現在, 承認 T L O は ,
全国で国立大

学 など 2 9 機関, 私立大学内組織 7 機関, 計 3 6 機

関にの ぼり, 技術移転の 積極的な仲介役とな る こ

と が期待されて い る .

一

方 , 科学技術振興機構

(J S T) ち, 近年, 総合技術移転事業を積極的に行

い
, 新 たに技術移転支援セ ン タ

ー 機能が整備され

た . これによ っ て, 海外特許の 取得を支援するな

ど, 様 々 な技術移転を支援する制度 が作られて き

て い る ( 図 1) .

今回, 私 は ラ ッ ト心筋炎の 遺伝子治療の研究の

過程で , 特許出願に至 っ た経験をした .
つ たな い

経験 で はあるが, 今後, 生命科学を研究する大学

の 研究者にも, こ の ような機会が増え るこ とも予

想 され, ご紹介した い と思う .

ラ ッ ト心筋炎の遺伝子治療

我 々 の 教室では, 小玉助教授が独自に作成 した

ラ ッ トの 自己免疫性心筋炎 ( E A M ) を用 い て ,
心

筋炎や心篇症の研究を して きた 1) . こ の モ デル は,

急性期に は ヒ トの 巨細胞性心崩炎, 慢性期には拡

張型心崩症に類似し, こ れを用 い て , 様 々 な薬剤

治療
2)

, 抗体治療
3 ) などを行 っ て き た . 最 近,

我 々 は , 本学第二内科の丸山弘樹先生, 大阪大学

の 宮崎純
一

先生か ら , n a k e d D N A を用 い た遺伝

子治療を教えて い た だき 4)
,
ラ ッ ト心筋炎に対す

る遺伝子治療を研究して い る. こ の方法は, 簡便

に pl a s 血 d v e ct o r を作成できる点, 比較的高発現

をえられる点, 動物 へ の導入方法が簡便な点など,

非常に 有用な方法 であり, 今後 ,
多施設で行われ

るよう に なると推測 されて い る .

遺伝子治療によ り合成される

蛋白血中濃度測定法

我々 は
,
こ の n ak e d D N A を用 い た遺伝子治療

杏
,
様々 な遺伝子を pl a s m id に取り込み, E A M の

治療実験をして みた . そして , ある種 の遺伝子に

お い て
, 明らか な効果がある ことが わか っ てき た.

し か し
,
こ の 際, その 目的蛋白の血中濃度を測定

する こ とが, 治療の 効果や副作用を考察する上に

お い て避けて は通れない . 当初, 我 々 は, その蛋

白の 測定法を, 市販 され て い る抗体 を円 い て ,
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図1 技術移転を支援する制度

各々 の蛋白の E u S A 法を確立 し, 測定 しようと考

えた . しか し
, 実験をして い くうちに, それぞれ

の蛋白に対して E u S A 法を確立する こ とは, 想像

した以上に難 しい ことを痛感 した . 市販 されて い

る E u S A キ ッ トがある蛋白で は
,
簡便に測定可能

で あるが, それが ない場合は, 様々 な抗体をもち

い ても測定する こ とは で きな か っ た . そ こ で
, 標

識蛋白を用い て , その 血中濃度を測定 でき ない か

と考え, 市販 され て い る い くつ か の 標識蛋白を

pl a s m id 内に組み込み, 検討して みた . し か し
,
こ

れらの 方法も, 遺伝子治療で合成された血中濃度

を測定する には, 感度の 面 で不十分であり, 結局

測定する こと は で きなか っ た . そ こ で私は
,
い ま

まで標識と して用 い られた こ との な い , ある種の

1 1 個 の ア ミ ノ酸を発現するような塩基配列を標

識蛋白として pl a s m id 内に組み込み ,
検討 してみ

た. その 結果, どの ような蛋白も, 血中濃度を測

定する方法を遂に確立する こ とがで きた .

_

新潟 T L O との関わりから今寺許申請

その 頃, 私 は 医局長を して い る こ ともあ っ て ,

産官連携を勧め る書類や新潟 T L O の 設立 に閲す

る書類に接する機会があ っ た . また
,
こ の 方法を

確立するの に か なり苦労 した こ ともあ っ て , 単に

論文と して報告するよりも
,
何と か特許をとれな

い もの か と考 えた . し か し
, その 取得方法や その

資金はどうすればい い か など私 は全く無知であ っ

た . そ こでとりあえず, 新潟 T L O に連絡をと っ て

み る ことに した . する と, 迅速 に対応 してく ださ

り, 翌日に は社長と特許流通ア ドバ イザ ー の 方が

教室 に来てくださり, まずどの ような書類が必要

か を教えて頂く こ とがで きた . その 後も, 必要な

書類やその 書き方など, 電子メ
ー ル の やりとりを

しなが ら修正す べ き点を教えて い た だい た . そう

して 約半年後, 国内特許を出願する こと が でき た .

またさ らに
, 国外特許の 出願が重要と考 えられる

た め
,
ご相談 し た と こ ろ , 科学技 術振 興機構

(J S T) の 海外特許の 取得 を支援する制度 に新潟

T L O か ら応募して い ただき
, その 審査 に認め ら

れ, 現在, 米国, ヨ
ー

ロ ッ パ を対象と した海外特

許出願書類を作成 して い た だ い て い る所 で ある .

その 2 つ の特許出願費用に関 して
,
自己負担は全

くな しで, また現在進行中であるが, 企業 との 交

渉 も T L O を介 して行 っ て い ると ころである.
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ぁ わ り に

来年か ら大学は独立行政法人化と なり, どの よ

うに研究費を獲得する か は重要な課題で ある. 今

回, 私が経験 した こ とも,
こ の先どの ようにな る

の か
, 研究費の獲得に役に立 つ の かどうか , まだ

よくわか ら な い と いう の が正直な感想 である . し

か し
,
い ままではあまり意識 して い なか っ た特許

をと ると い う ことを通 して , 近年, いく つ か の 技

術移転を支援する制度が確立されつ つ あると いう

こ とを実感する こ とがで きた . 今後は, より効率

的か つ 実質的な シ ス テ ム が作られる必要があるの

だと思われる.
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司 会 ( 佐藤) 特許出願 の 必要性 とい うの は研究中

の どの よう なタイ ミ ングで生 じるもの な の で し ょうか .

墳 例 えば, もの は作れな い が アイ ディ ア だけはある

と い う場合で も特許に なる こ ともあるら しい の で ,
まず

は相談 してみ る こ とが大事だと思い ます.

司会 ( 佐藤) 先ずは コ ー デ ィ ネ ー タ や知的財産本

部 へ の相談 という ことですね. どうもありがとうご ざい

ました .




